














要約 

新生児のリンパ球では,同種細胞に対するキラーT 細胞活性は成人のものとほとんど変ら

ないが,NK 細胞の cytolyticな作用は弱いものが多いこと,B 細胞から免疫グロブリン産生

細胞への分化機能は不良なものが多いこと,T 細胞の免疫グロブリン産生系に与える効果

としては同種リンパ球に対して調べる限りサプレッサーとしての作用を示すことなどの特

徴があることがわかった。幼少年令での免疫機能を評価するにあたっては対照年令での健

康者のもののこのような特徴と対比することの重要性があらためて示唆された。 


